
・手足が硬直している 
激しい下痢や嘔吐で水分が取れず 

・食欲がなく意識がはっきりしない 

・激しいおなかの痛みで苦しがり 

嘔吐が止まらない 

・ウンチに血がまじった 

 

 

 

 

・頭を痛がって、 

けいれんがある 

・頭を強くぶつけて、 

 出血が止まらない 

・意識がない、 

・けいれんがある 

・くちびるの色が紫色

で、呼吸が弱い 

・激しい咳やゼーゼーして    

呼吸が苦しく、顔色が悪い 

小諸市ファミリーサポートセンター 

提供・両方会員用 事故発生時対応マニュアル 

  

こんな症状がみられたら、ためらわずに１１９番に連絡して 

ください！重大な病気やけがの可能性があります。         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

○1  心肺蘇生(心肺停止時)、応急処置を施し、救急車（１１９番）を呼ぶ。 

   救急隊員への連絡事項 

    ・「救急です」             （例）たった今 3歳の女の子が 

    ・場所…住所や目標物            川で、おぼれた。  

    ・いつ、誰が、どこで、どうした、様子    息はしているが真っ青な顔    

・通報者の氏名、電話番号 等         で意識がない。    

                            

     救急車が到着するまでの時間に、様態によりできる範囲で依頼会員（保護

者）とセンターへ連絡する。 

 

   依頼会員への連絡事項  的確に把握  

  ・事故の状況 ・ケガの状態 ・どのような処置をしたか ・救急車の要請状況等 
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・子どもの名前 ・ケガをした場所 ・事故の状況 ・ケガの状態 ・どのよ

うな処置をしたか ・救急車の要請状況 ・保護者への連絡の有無 ・保護者

からの指示内容等 

   センターへの連絡事項 

 

 

 

○2  救急車到着。 

   救急隊員に状況と事故の経緯を説明し、救急車に同乗する。 

＊移動中に搬送先の病院を依頼会員とセンターに連絡。 

○3  病院に到着。 

   医師に状況と事故の経緯を説明する。 

○4  依頼会員（保護者）とセンターへ状況と事故の経緯を連絡する。      

○5  医師から診断結果やその後の指示について説明を聞く。(必ずメモを取る) 

○6  現在の状況、医師からの説明内容、経緯などについて、依頼会員（保護者）

とセンターへ連絡する。 

○7  事故の経過も含め、月報、活動報告書を作成し、速やかにセンターに 提出

する。 

 

事前打ち合わせの際に、必ず保護者の連絡先を確認して、緊急時には 

すぐに連絡がとれるようにしておいてください。 

たとえ小さな擦り傷のような、救急車を呼ぶほどの事故ではなくても 

子どもがケガをした場合は、依頼会員（保護者）とセンターに必ず連絡  

をしてください。 

                                    

 

 

 

 

 

 

 

（総務省 消防庁 救急車利用マニュアル 参照） 

小諸市ファミリーサポートセンター 

 TEL 0267－３１－５０９３  FAX 0267－３１－５０９４      

   メール famisuppo@k-syakyo.org 

（平日 ９：００～１６：００） 

＊ 時間外は留守番電話にメッセージを残してください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


